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⑫ 在宅歯科医療連携室整備事業（計 14,726千円）〔委託・補助事業〕

１ 在宅歯科医療連携室整備事業（7,200千円）

在宅歯科医療及び口腔ケアに関する情報提供のための，全県的な在宅歯科医療の相談窓口
を設置するほか在宅歯科医療・口腔ケア従事者の確保及び資質の向上のための研修を実施

２ 障害児・者歯科保健・医療体制整備事業（5,000千円）

障害児・者の口腔ケアや歯科治療を行う診療等に対し，人材育成の支援を行うことにより，
県内における障害児・者歯科保健・医療体制の拡充を推進

３ 在宅及び障害児・者歯科医療連携室整備推進事業（2,526千円）

在宅及び障害児・者に対する歯科医療提供体制を整備するため，人員の配置及び研修会の
実施に補助

⑭ 歯科保健推進協議会（277千円）

本県の歯科口腔保健事業の実施方針の協議，本県
の歯科口腔保健に係る重要事項決定
(１回開催予定）

Ｒ３ 令和４年３月28日（月）開催

⑬ 要介護者及び障害児・者の
口腔ケア支援者研修事業

（1,535千円）〔委託事業〕

要介護者及び障害児者の歯と口腔ケアを
担う歯科医師等に対する研修により，口腔
ケアの知識と技術の向上を推進。
（要介護者・障害児者研修 ３回程度）

Ｒ３
研修会は新型コロナ感染症の影響により
中止し，「障がいのある方のためのサ
ポートマニュアル」の追加資料として
「Ｑ＆Ａ集」の作成と周知を実施

① 妊娠期における歯科保健対策事業（146千円）

妊産婦及び乳幼児の歯科口腔保健の推進を図るための普及啓発（１２，０００部配布予定）

Ｒ３ １２，０００部増刷し，市町村，産科医院，助産院等に配布

③ フッ化物洗口普及事業（１,850千円）
フッ化物洗口の普及を推進

フッ化物洗口の普及のため,新たな施設で洗口を導
入する市町村を支援するもの。

Ｒ３
・導入経費の補助対象を小・中学校まで拡大
・歯みがきソング,フッ化物洗口ソングの作成・配布
・フッ化物洗口研修動画の作成及び配布
・各市町村への個別支援の強化
（Web打ち合わせ,施設説明会に係る技術的支援等）
・フッ化物洗口マニュアル（改定版）の増刷及び配布

⑥ 学童期・思春期の歯と口腔の健康づくり支援者研修会（203千円）

小中学校保健主事，養護教諭等への研修会を行い，学童期における歯科口腔保健を推進（１回程度）

Ｒ３ 「コロナ禍における歯科保健」東北大学大学院歯学研究科 准教授 山田 亜矢先生
参加者アンケート回答者 ８１名 ※学校保健研修会と合同で「むし歯と肥満」をテーマにｗｅｂ開催

⑰ ８０２０運動及び歯科口腔保健の推進に
関する検討評価委員会（257千円）

８０２０運動推進特別事業等の実施手法に関
する検討・評価（１回開催予定）

Ｒ３ 令和４年１月２０日（木）ｗｅｂ開催

資料３

④ 学童期・思春期の歯周病予防啓発事業
（379千円）

希望のあった高校へ訪問し，学校主体のイベント
や，授業等で体験型の啓発を実施。（県内２校程度）

Ｒ３
・県内２校へ歯間清掃用具と啓発チラシを配布
・うち１校では，配布の他に１年生を対象に体験実習
を実施 令和３年１１月１５日（月）参加者25名
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査
等

⑦ 歯科疾患実態調査（1,517千円）〔厚生労働省全国調査〕
国が県に委託のうえ「歯科口腔保健の推進に関する基本的事項」の

評価など,今後の歯科保健医療対策の推進に必要な基礎資料の収集のた
めの実態調査を行うもの。

⑨ 市町村への
補助事業

（健康増進事業等補助金）

市町村が行う歯周疾患
検診に係る費用の補助

補助率
国 1/3
県 1/3
市町村 1/3

⑧ 働き盛り世代の歯と口腔の健康づくり
普及啓発事業（963千円）【委託事業】

働き盛り世代の歯周疾患への予防啓発を図るた
め青・壮年期向けの啓発資材を作成・配布するも
の。

Ｒ３
企業の従業員向けに啓発資材（オリジナル付箋,
啓発パンフレット）の配布及びアンケートを実施

② 宮城県歯科保健大会（961千円）

特別講演の開催や表彰を通して，家庭の中で歯の健康管理を通じた健やかな生活づくりを推進し，
「全身の健康は，歯の健康管理から」という予防意識を広く県民に啓発することを目的に開催するもの。

Ｒ３ 特別講演動画の公開 11/1～30 講演：「ウィズコロナ時代の歯科保健」
東北大学大学院歯学研究科 教授 小坂 健先生

歯・口の健康に関する標語・ポスターコンクール受賞作品展 県庁１階壁面 11/1～5

⑩ 職域に対する
歯科保健普及事業
（200千円）

職場での歯科保健へ
の取組を図るため，啓
発リーフレットを作成
し配布するもの。

Ｒ３
啓発パンフレット配布
（３，０００部）

⑲ 歯と口腔の健康実態調査（7,588千円）〔県歯科調査〕

「第２期歯と口腔の健康づくり基本計画」の最終評価並びに次期計画策
定に向けた基礎資料の収集のため，歯と口腔の健康に関する実態調査を
実施するもの。※一部委託で実施

４ 連携体制の整備を推進するための
施策の展開

１ 乳幼児期及び学童期・思春期の
歯科口腔保健対策の重点化

歯科口腔保健
推進の方向性

２ 歯周病予防対策の強化
３ 要介護者，障害児・者への歯科口腔

保健対策の充実

⑮ 口腔保健支援センター運営事業（5,369千円）
歯科口腔保健に係る啓発,情報収集,研修等の実施,調

査等の実施により,宮城県歯と口腔の健康づくり基本計
画に基づく取組を推進。市町村支援及び働き盛り世代
への普及啓発を強化予定。

Ｒ３（以下，Ｒ３新規の取組を抜粋）

・働き盛り世代の歯科保健について企業と意見交換

・フッ化物洗口研修動画の作成・配布（再掲）
・各市町村への個別支援の強化（再掲）
・歯間清掃用具体験実習（再掲）

⑪ 障害児親子歯みがき教室
（302千円）〔委託事業〕

障害児の保護者，施設職員等に対する歯み
がき指導を通して，障害児への口腔ケアの
定着を推進（２か所程度）

R3  新型コロナウイルス感染症の影響に
より中止

⑤ 幼児歯科保健関係者研修会（127千円）

幼稚園教諭，保育士，市町村母子保健担当者等に対す
る研修会を行い，乳幼児の歯科口腔保健を推進。
（１回程度）
Ｒ３ 新型コロナウイルス感染症の影響により中止

⑯ 多分野連携プログラム事業（925千円）
〔メタボ総合戦略事業〕〔委託事業〕

講演会等を通じ，歯と口腔の健康が全身の
健康に影響を及ぼすことを広く周知する機会
を設けるもの。（１回程度）

Ｒ３ 新型コロナウイルス感染症の影響により中止

⑱ 市町村歯科保健担当者研修会（127千円）

市町村母子保健・歯科保健担当者による県内の
課題共有と市町村間の情報交換（１回程度）

Ｒ３ 新型コロナウイルス感染症の影響により中止


